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はじめに
　厚生労働省が2017年に設置した「がんゲノム医療
推進コンソーシアム懇談会」で，がんゲノム医療提
供体制構築の具体的な進め方が検討され，その報告
書１）がわが国のがんゲノム医療実装の基本コンセ
プト・設計書となった２）．これをもとに厚生労働省
は2018年に，がんゲノム医療提供機関としてがんゲ
ノム医療中核拠点病院（以下，「中核拠点病院」）お
よびがんゲノム医療連携病院（以下，「連携病院」）
を指定・公表するとともに，がんゲノム情報の集約・
管理・利活用を図るための機関として，がんゲノム
情報管理センターを国立がん研究センター内に設置
し た（ 図 １）． 同 セ ン タ ー の 英 語 名Center for 
Cancer Genomics and Advanced Therapeuticsよ
り，以下C–CATと略す３）．図１に示したように，
がんゲノム医療中核拠点病院等連絡会議に，５つの
ワーキンググループ（WG）が設置され，日本全体
でがんゲノム医療を推進するための体制整備につい
て検討してきた．
　本稿では，まずC–CATの役割について概説し，
次に筆者らがインフォームドコンセント・情報利活
用WG（ICWG）の事務局として関与してきた倫理・

ICやC–CAT集積データの利活用に関する整備状況
について紹介する．

わが国のがんゲノム医療と 
C–CATの役割

　2019年６月に２つのがん遺伝子パネル検査が保険
適用となり，わが国のがんゲノム医療提供体制（図
２）が本格始動した３)４)．2019年９月には新たにが
んゲノム医療拠点病院（以下，「拠点病院」）が指定
され，がんゲノム医療を提供する医療機関として，
中核拠点病院11施設，拠点病院34施設およびこれら
の中核病院・拠点病院と連携する連携病院122施設

（施設数は2019年10月現在）が整備された５)６)．図
２に示すように，各病院から臨床検査会社にがん遺
伝子パネル検査の発注がなされると，検体が病院か
ら発送され，解析後，検査報告書が病院へ返却され
る．C–CATへの情報登録の同意が得られている場
合には，匿名化された臨床情報・ゲノム情報が病院
よりC–CAT内に構築された国のがんゲノム医療・
研究のマスターデータベースである「がんゲノム情
報レポジトリー」へ登録される（ゲノム情報は検査
施設から直接C–CATに登録される場合もある）．

　　　　がんゲノム情報管理センター
　　　　（C–CAT）の役割
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